
地域と共に描く未来 。

約130年で地球の気温は

0.85℃
も上昇 も上昇も増加

約110年で海面水位は

19cm

産業革命前と比べCO2濃度は

40％

地球上の種の絶滅スピードは
自然状態の

約100     ～1,000倍

外来種や化学物質による
生態系のかく乱

気温約2℃上昇で
生物の25％が絶滅危機

乱獲による種の減少
開発による生息地の減少

里地里山の手入れ不足による
自然環境の変化

参考：IPCC第５次評価報告書

参考：エコジン　Volume.38 2013年12・1月号 （発行／環境省）

自然といきものを守るために。

昨年開催したステークホルダー・ダイアログ（有識者懇談会）において、当行
が今後果たすべき使命・役割について議論がなされたことを受け、当行の
これからのＣＳＲ活動に対する課題や目指すべき姿について考えました。

■第5次長期経営計画 ■環境経営

特
集

生物多様性に迫る4つの危機

「三方よし」から「四方よし」へ。

いきものが
共生し続けられる地球へ。

（売り手よし・買い手よし・世間よし） ＋ 「地球環境よし」

そこで、当行は環境問題に伴うリスクと生態系の損失を
軽減するための取り組みを実践しています。

●温室効果ガス排出量 22.99％削減

●ボランティア活動参加延べ人数 2,750名

合　　　　　　　　　　　計

ＣＯ2削減率

17.48%

0.38%
0.02%

22.99%

4.93%

0.18%

ＣＯ2削減量合計

1,536.9ｔ

33.6ｔ
1.88ｔ

2,021.19ｔ

15.7ｔ

433.11ｔ

取り組み内容

電力、ガス、水道、ガソリン等のエネルギー使用量の削減

環境ボランティアによる植樹

公用車の環境対応車への切替

①ＰＬＢ・エコクリーン資金等による環境対応車購入資金の実行

②エコ＆耐震住宅ローン等による太陽光発電システム導入資金の実行

取り組み項目

エネルギー使用量の削減

植樹活動

自社車輌の環境対応車への切替 

本業を通じたＣＯ2の削減
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詳しくはP7～P23をご覧ください

環境に配慮する取り組みが経済的な価値を生み出すような新たな市場の構築のために、「環境金融」の深化・
環境ボランティア活動の協働・環境人材の育成に努めていきます。

2013年度
実績

【挑戦指標（CSR）】温室効果ガス排出量20％削減（2013年度から2015年度の3年間平均で2006年度比較）
【地域貢献目標（CSR）】ボランティア活動参加延べ人数 7,500名（2013年度～2015年度）

お客さまに合ったソリューションの提供
知恵と親切の提供 ～「3つのブランド戦略」の深化～ 
①ネットワークのしがぎん　②アジアに強いしがぎん
③CSRのしがぎん

※電力会社のCO2排出係数上昇に伴い、CO2排出量削減活動を正当に反映するため基準年（2006年）の排出係数で固定化して算出しています。

※2007年度から2011年度までの5年間、「カーボンオフセット定期預金 未来の種」により、
　排出権を購入。

エコ
オフィス
づくり

環境
ボランティア

地球温暖化は地球表面の大気や海洋の平均温度が長期的に上昇する
現象です。人間の活動の影響により、悪化しています。

生物多様性とは、いきものたちの豊かな個性とつながりのことです。昨今、
自然環境の悪化や地球資源の枯渇により生物多様性が損なわれています。

地球温暖化について課題

生物多様性について課題

このまま進むと、
地球上から
いきものが

いなくなることに！

【基本ビジョン】お客さま・地域とともに未来へ歩む銀行
～お客さまと地域の持続可能な成長のために～

基本戦略
1

環境金融

2 3

地球環境との　 存 　栄共 共



役職員との　 存 　栄共 共
少子高齢化・人口減少社会に備えて。

福祉を

支える

人を

育てる

地域の更なる発展を目指して。

詳しくはP24～P27をご覧ください

詳しくはP28～P33をご覧ください

出生数
過去最小

日本では、晩産化・無産化による出産数の減少と医療技術の発達等
による平均寿命の延びにより少子高齢化が進行しています。また、
高齢化による死亡者数の増加により人口減少社会を迎えています。

少子高齢化・人口減少について課題

地域の持続可能性を高めるためには、地域の活性化が必要
不可欠です。各地域らしい活動によるまちづくりをしていか
なければなりません。

地域活性化について課題

（前年比7,431人減少） （前年比12,073人増加）

死亡数
戦後最大

自然減
過去最大
（前年比19,504人減少）

65歳以上
の人口
25.1%

（前年比1ポイント増加）

23万8,632人

102万9,800人 126万8,432人

4人に1人が
65歳以上！

参考：平成25年人口動態統計月報年計（概数）

参考：平成25年人口動態統計月報年計（概数）参考：平成25年人口動態統計月報年計（概数）

参考：平成26年版高齢社会白書

基本戦略

 2

地域経済への更なる貢献
①お客さまと地域経済の発展への積極的な取り組み
②お客さまのニュービジネスへの取り組みの
　サポート体制強化
③お客さまとともに「地域ブランド」普及への取り組み

お客さまに合ったソリューションの提供
知恵と親切の提供 
～「3つのブランド戦略」の深化～
①ネットワークのしがぎん
②アジアに強いしがぎん
③CSRのしがぎん

基本戦略

1

地域社会との　 存 　栄共 共

そこで、当行は地域社会の未来を見すえて
地域密着型金融、地域貢献に取り組んでいます。

地域と共 に描く未来。

■第5次長期経営計画

【基本ビジョン】お客さま・地域とともに未来へ歩む銀行

～お客さまと地域の持続可能な成長のために～

地域活性化には、
地域の

産業・人・福祉・文化
の活性化が必要！

このまま進むと、

将来世代の負担増

＆

国内の労働力

低下に！

そこで、当行は人口減少が続くことを前提として、
少子高齢化対策にも取り組んでいます。

誰もが個性と力を
発揮できる社会へ。

職場環境の更なる充実と、各制度が
利用しやすい風土づくりに努めていきます。

地域振興室を中心に行政・NPO団体等との連携を図りながら、
地域振興、ニュービジネスの育成・支援を積極的にサポートし、
地域活性化への取り組みを充実させていきます。

まち、企業、人が元気な
活気あふれる地域へ。

■2013年4月 営業統轄部内に地域振興室設置
地域の産業を

発展させる

文化を

継承していく
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